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〇 「第615回審査会合」及び「第646回審査会合」での誤記に関わる対応を踏まえ，本資料にて過去の審査会合資料を引用する際の注記を
下記のとおりとする。
・ 右上の注記

再掲 ： 過去の審査会合資料を，そのまま引用する場合
一部修正 ： 過去の審査会合資料の内容を，一部修正する場合
誤りを修正 ： 過去の審査会合資料の誤りを，正しい記載とする場合

・左下の注記
修正した誤りの内容を記載 （誤りの修正がある場合）
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はじめに（１／３）

本資料で示す地震動評価の内容は，設置変更許可申請（2014年12月）から変更が生じているため，はじめに，こ
れらの地震動評価に取り組む考え方を示す。

• 原子力事業者として安全の確保を最優先に，常に最新の科学技術的な知見等を踏まえ，安全性向上に取り組
むことを基本姿勢としている。

• 設置変更許可申請時は，申請時点の地震調査研究推進本部の長期評価，学術論文等の知見を踏まえ，プレー
ト間地震，海洋プレート内地震及び内陸地殻内地震の敷地ごとに震源を特定して策定する地震動評価を行った。

• その後も新たな科学技術的な知見や先行審査での知見も踏まえ，敷地ごとに震源を特定して策定する地震動
評価に反映すべきと判断した事項を取り込んで地震動評価を見直すこととしている。

• 上記の観点で見直したプレート間地震，海洋プレート内地震及び内陸地殻内地震の敷地ごとに震源を特定して
策定する地震動評価の概要を説明する。
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はじめに（２／３）

【申請時】

• 検討用地震は，地震調査研究推進本部（2012）における三陸沖北部の長期評価を参照し，三陸沖北部の繰り返し発生するプレート間地震として想定三陸沖北部
の地震（Mw8.3）を設定。

• 2011年東北地方太平洋沖地震（Mw9.0）の地震規模は，検討用地震の不確かさとして考慮。連動する領域は，三陸沖北部より南側の領域については当該地震に
より固着が解放されたと考え，三陸沖北部から北側の十勝沖～根室沖の領域とした。

【今回】

• 検討用地震は，地震調査研究推進本部（2017，2019）により示された超巨大地震の長期評価を参照するとともに先行審査の知見を踏まえ，三陸沖北部から北側
の十勝沖～根室沖の領域への連動，及び三陸沖北部から南側の三陸沖中部～宮城県沖～三陸沖南部海溝寄りの領域への連動をそれぞれ想定した2011年東
北地方太平洋沖地震を踏まえた地震（Mw9.0）を設定。

プレート間地震の主な変更点

【申請時】

• 検討用地震の選定にあたり，各想定地震の断層パラメータは，過去に発生した比較的規模の大きな地震の断層パラメータを評価した論文に基づき設定。

• 検討用地震は，想定地震ごとに観測記録に基づく補正係数を設定した上で，Noda et al.（2002）の方法による比較により想定十勝沖スラブ内地震（M8.2），及び想
定浦河沖スラブ内地震（M7.5）を設定。

【今回】

• 検討用地震の選定にあたり，各想定地震の断層パラメータは， 2016年に地震調査研究推進本部（2016）よりスラブ内地震の標準的な地震動評価手法（以下「強震
動予測レシピ」という。）が策定されたことから，強震動予測レシピに基づき設定。

• 検討用地震は，強震動予測レシピに基づく断層モデルの評価と類似の傾向を示す片岡ほか（2006）の方法による比較により，想定十勝沖スラブ内地震（Mw8.3，
M8.2），及び敷地下方の想定スラブ内地震（Mw7.1，M7.2）を設定。 （これに伴い，想定浦河沖スラブ内地震（M7.5）は相対的に影響が小さくなり，検討用地震から除
外。）

海洋プレート内地震の主な変更点

設置変更許可申請（2014年12月）からの主な変更点（１／２）

設置変更許可申請（2014年12月） 今回説明（2021年５月）

プレート間地震 • 想定三陸沖北部の地震（Mw8.3) • 2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震（Mw9.0）

海洋プレート内地震
• 想定十勝沖スラブ内地震（M8.2）
• 想定浦河沖スラブ内地震（M7.5）

• 想定十勝沖スラブ内地震（Mw8.3，M8.2）
• 敷地下方の想定スラブ内地震（Mw7.1，M7.2）

設置変更許可申請と今回説明の検討用地震の比較（プレート間地震，海洋プレート内地震）

注) 変更点を赤字で示す。
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はじめに（３／３）

【申請時】

 検討用地震

①F-14断層による地震（M6.7）

• 孤立した短い活断層として評価したF-14断層による地震は，断層長さは3.4ｋｍと短いものの，Stirling et al.（2002）の論文を踏まえ，断層長さ20ｋｍとし，地震規模M6.7を検討用地
震として設定。また，強震動予測レシピの第２ステージ（地震発生層を飽和する規模）に相当する地震規模（M7.0，地震モーメントM0=7.5×1018Nm）の不確かさ，短周期レベルの不
確かさ，及び断層傾斜角の不確かさとして南傾斜を考慮。

②根岸西方断層による地震（M7.5）

• 根岸西方断層による地震は，ごく長周期でF-14断層による地震の影響を上回ることから検討用地震として設定。

 地震発生層

• 地震発生層の評価範囲は，検討用地震であるF-14断層及び根岸西方断層を含む領域において評価。

• 地震発生層は，気象庁一元化震源データによる微小地震の震源深さ分布に保守性を加味して４ｋｍ～17ｋｍと評価。

【今回】

 検討用地震

①F-14断層による地震（M7.0）

• 孤立した短い活断層として評価したF-14断層による地震は，先行審査の知見を踏まえ強震動予測レシピの第２ステージに相当する地震規模（M7.0，地震モーメント
M0=7.5×1018Nm） を検討用地震として設定（これに伴い，根岸西方断層による地震は相対的に影響が小さくなり，検討用地震から除外）。また，短周期レベルの不確かさを考慮。

• なお，申請時に断層傾斜角の不確かさとして考慮していた南傾斜は，より敷地への影響の大きい隆起再現断層を別途考慮したことを踏まえ，考慮しない。

②奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層の連動を考慮した地震（Mw7.8）

• 敷地周辺及び敷地近傍の地質・地質構造の審査の結果を踏まえ，３つの断層の同時破壊は否定できないものとしてMw7.8の地震を検討用地震として設定。

③隆起再現断層による地震(M6.9)

• 敷地周辺及び敷地近傍の地質・地質構造の調査により評価した大間付近の隆起域付近には，海上音波探査や重力異常等の調査では陸域の隆起をもたらすような活断層は認め
られないが，耐震設計上の保守性の観点から，大間付近の隆起を説明しうる仮想的な震源を検討用地震として設定。

 地震発生層

• 地震発生層の評価範囲は，検討用地震となるF-14断層周辺と奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層周辺に分けて評価。

• F-14断層周辺の地震発生層は，2014年から地震予知総合研究振興会にて実施した下北半島における高密度地震観測網（As-net）による震源データを踏まえると，気象庁一元化
震源データによる評価よりも浅くなる傾向が見られたことから，保守性の観点から地震発生層上端を3kmと評価。併せて，地下構造モデルの設定に係るデータの拡充を目的とした
追加調査により得られた速度構造も考慮。

• 奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層周辺の地震発生層は，その周辺の地震発生状況，速度構造等を踏まえ２ｋｍ～20ｋｍと評価。

内陸地殻内地震の主な変更点

設置変更許可申請（2014年12月） 今回説明（2021年５月）

内陸地殻内地震
• F-14断層による地震（M6.7）
• 根岸西方断層による地震（M7.5）

• F-14断層による地震（M7.0）
• 奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層の連動を考慮した地震（Mw7.8）
• 隆起再現断層による地震(M6.9)

設置変更許可申請（2014年12月）からの主な変更点（２／２）

設置変更許可申請と今回説明の検討用地震の比較（内陸地殻内地震）

注) 変更点を赤字で示す。
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3.1 プレート間地震

（1）プレート間地震の地震動評価フロー
（2）2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震の地震動評価

3.2 海洋プレート内地震
（1）海洋プレート内地震の地震動評価フロー
（2）敷地下方の想定スラブ内地震の地震動評価
（3）想定十勝沖スラブ内地震の地震動評価

3.3 内陸地殻内地震
（1）内陸地殻内地震の地震動評価フロー
（2）敷地周辺の震源として考慮する活断層による地震から選定される地震
（3）隆起再現断層による地震
（4）検討用地震の選定
（5）F-14断層による地震の地震動評価
（6）奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層の連動を考慮した地震の地震動評価
（7）隆起再現断層による地震の地震動評価

４．まとめ
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１．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動評価の流れ

（1）敷地周辺のプレートテクトニクス
（2）敷地周辺の地震活動

（3）敷地周辺における主な被害地震
（4）敷地における揺れが震度５弱程度以上であると推定される地震

地震動評価

敷地周辺の地震発生状況（２章）

敷地ごとに震源を特定して策定する地震動（３章）

プレート間地震（3.1節） 海洋プレート内地震（3.2節） 内陸地殻内地震※ （3.3節）

地震動評価 地震動評価

（検討用地震）

• 2011年東北地方太平洋沖地震を踏
まえた地震(Mw9.0) 

（検討用地震）

• 敷地下方の想定スラブ内地震(Mw7.1)

• 想定十勝沖スラブ内地震(Mw8.3)

（検討用地震）

• F-14断層による地震(M7.0)

• 奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東
縁断層～西津軽海盆東縁断層の連
動を考慮した地震(Mw7.8)

• 隆起再現断層による地震(M6.9)

まとめ（４章）

• 検討用地震の地震動評価結果一覧

• 本資料では，大間原子力発電所における震源を特定して策定する地震動の評価の概要を示す。

• 震源を特定して策定する地震動の評価にあたり，プレート間地震，海洋プレート内地震，及び内陸地殻内地震について，敷地に影響
が大きい地震を検討用地震として選定し，地震動評価を実施する。

※ 日本海東縁部の地震は，内陸地殻内地震として検討を実施する。
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（余白）
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（4）敷地における揺れが震度５弱程度以上であると推定される地震

３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動
3.1 プレート間地震

（1）プレート間地震の地震動評価フロー
（2）2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震の地震動評価

3.2 海洋プレート内地震
（1）海洋プレート内地震の地震動評価フロー
（2）敷地下方の想定スラブ内地震の地震動評価
（3）想定十勝沖スラブ内地震の地震動評価

3.3 内陸地殻内地震
（1）内陸地殻内地震の地震動評価フロー
（2）敷地周辺の震源として考慮する活断層による地震から選定される地震
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（6）奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層の連動を考慮した地震の地震動評価
（7）隆起再現断層による地震の地震動評価

４．まとめ
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２．敷地周辺の地震発生状況

本章における説明箇所

（1）敷地周辺のプレートテクトニクス
（2）敷地周辺の地震活動

（3）敷地周辺における主な被害地震
（4）敷地における揺れが震度５弱程度以上であると推定される地震

敷地周辺の地震発生状況（２章）

敷地ごとに震源を特定して策定する地震動（３章）

まとめ（４章）

• 検討用地震の地震動評価結果一覧

地震動評価

プレート間地震（3.1節） 海洋プレート内地震（3.2節） 内陸地殻内地震※ （3.3節）

地震動評価 地震動評価

（検討用地震）

• 2011年東北地方太平洋沖地震を踏
まえた地震(Mw9.0) 

（検討用地震）

• 敷地下方の想定スラブ内地震(Mw7.1)

• 想定十勝沖スラブ内地震(Mw8.3)

（検討用地震）

• F-14断層による地震(M7.0)

• 奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東
縁断層～西津軽海盆東縁断層の連
動を考慮した地震(Mw7.8)

• 隆起再現断層による地震(M6.9)

※ 日本海東縁部の地震は，内陸地殻内地震として検討を実施する。
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（１） 敷地周辺のプレートテクトニクス

• 大間原子力発電所の位置する東北地方北部で発生する地震は，海洋プレート（太平洋プレート）と陸のプレート（北米プレート）の境
界で発生するプレート間地震，海洋プレート内で発生する地震，陸のプレートの浅いところで発生する内陸地殻内地震，及び北米プ
レートとユーラシアプレートの境界付近で発生する日本海東縁部で発生する地震がある。

• プレートの沈み込みに沿って発生する深発地震の震源の等深線は，沈み込んだ海洋プレート（太平洋プレート）の形状を表し，東北
地方では西に，北海道では北西に向かって深くなる。

２．敷地周辺の地震発生状況

地震調査研究推進本部(2009)に一部加筆

日本列島とその周辺のプレート 日本列島とその周辺で発生する地震のタイプ
長谷川ほか(1983)に一部加筆

大間原子力発電所

深発地震の震源の等深線

大間原子力発電所
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（２） 敷地周辺の地震活動（１／３）

• 2011年３月～2019年２月までの敷地周辺で発生

したM5.0以下の地震を整理した。

①敷地周辺におけるＭ5.0以下の地震の発生状況（１／２）

２．敷地周辺の地震発生状況

震源深さ0～20km

震央分布

大間原子力発電所

震央分布

震源深さ20～60km

大間原子力発電所

震央分布

震源深さ60～100km

大間原子力発電所

震央分布

震源深さ100km以深

大間原子力発電所

（2011年3月～2019年2月，M≦5.0，低周波地震を除く：気象庁地震カタログ）

4.0≦Ｍ

3.0≦Ｍ＜4.0

2.0≦Ｍ＜3.0

1.0≦Ｍ＜2.0

　Ｍ＜1.0

凡 例

≦5.0
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（２） 敷地周辺の地震活動（２／３）

• 太平洋プレートの沈み込みに沿った地震活動が見られる。

• 約60ｋｍ以深では，太平洋プレートの二重深発地震面が見られる。

• 陸域の深さ15ｋｍ程度においては，内陸地殻内地震が発生している。

• 日本海東縁部においては，日本海の沖に向かうにしたがって震源が深くなっている。

①敷地周辺におけるＭ5.0以下の地震の発生状況（２／２）

２．敷地周辺の地震発生状況

中心点からの距離（km）

中
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ら
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）
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源
深
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震
源
深
さ
(km)

震
源
深
さ

(km)

A

B

C

西 東

大間原子力発電所▼

D

震源深さ(km）

大
間
原
子
力
発
電
所

▲

南

北
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（2011年3月～2019年2月，M≦5.0，低周波地震を除く：気象庁地震カタログ）

断面位置図

震源鉛直分布

4.0≦Ｍ

3.0≦Ｍ＜4.0

2.0≦Ｍ＜3.0

1.0≦Ｍ＜2.0

Ｍ＜1.0

≦5.0

凡 例
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（２） 敷地周辺の地震活動（３／３）

• 1919年１月～2019年２月までの敷地周辺で発生しているM5.0以上の地震を整理した。

• 敷地周辺においては，M5.0以上の地震は，主として太平洋側海域で発生している。

• 敷地から50km以内では，M6.5以上の地震は発生していない。

②敷地周辺におけるＭ5.0以上の地震の発生状況

２．敷地周辺の地震発生状況

震央分布

（1919年1月～2019年2月，M≧5.0：気象庁地震カタログ）
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139ﾟ
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41ﾟ 41ﾟ

43ﾟ 43ﾟ
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100 km
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大間原子力発電所

1856年日高・胆振・渡島・南部の地震

1763年陸奥八戸の地震

1766年津軽の地震

2003年宮城県沖の地震

1968年十勝沖地震

1983年日本海中部地震

1993年北海道南西沖地震
1993年釧路沖地震

1994年北海道東方沖地震

2011年東北地方太平洋沖地震2011年宮城県沖の地震

1677年陸中の地震

（３） 敷地周辺における主な被害地震

• プレート間地震については，青森県東方沖で1677年陸
中の地震(M7.4)，1763年陸奥八戸の地震(M7.4)，1856
年日高・胆振・渡島・南部の地震(M7.5)，1968年十勝
沖地震（M7.9）等のM7クラスの地震が発生。また，岩
手県沖から茨城県沖にかけての震源域が活動した
2011年東北地方太平洋沖地震（Mw9.0）が発生。

• 海洋プレート内地震については，1993年釧路沖地震
(M7.5)，1994年北海道東方沖地震（M8.2），2003年宮
城県沖の地震（M7.1），2008年岩手県沿岸北部の地震
（M6.8），2011年宮城県沖の地震（M7.2），2012年三陸
沖の地震（M7.3）等が発生。

• 内陸地殻内地震については，1766年津軽の地震（M7
1/4)等が発生。

• 日本海東縁部では，1983年日本海中部地震（M7.7），
1993年北海道南西沖地震(M7.8)等が発生。

２．敷地周辺の地震発生状況

8.0≦Ｍ

7.0≦Ｍ＜8.0

6.0≦Ｍ＜7.0

5.0≦Ｍ＜6.0

　Ｍ＜5.0

主な被害地震
：プレート間地震
：海洋プレート内地震
：内陸地殻内地震
：日本海東縁の地震

敷地周辺の主な被害地震の分布
期間：599年～2020年12月

（諸元は1918年以前は宇佐美ほか(2013)，1919年以降は気象庁による）

凡 例

2008年岩手県沿岸北部の地震

2012年三陸沖の地震
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（４） 敷地における揺れが震度５弱程度以上であると推定される地震（１／２）

気象庁震度階級関連解説表によると，地震により建物等に被害が生
じるのは震度５弱(1996年以前は震度Ⅴ)程度以上であることから，敷
地に大きな影響を与える地震として，敷地における揺れが震度５弱
(震度Ⅴ)程度以上であると推定される地震を確認した。

２．敷地周辺の地震発生状況

気象庁震度階級関連解説表

【確認対象】

① 宇佐美ほか(2013)に記載のある被害地震の震度分布図で，敷地
における揺れが震度５弱(震度Ⅴ)程度以上であったと推定され
る地震。

② 敷地の震度並びに建物等の被害が明らかでない地震について
は，村松(1969)及び勝又・徳永(1971)による地震規模及び震央
距離と震度の関係(M-Δ図)から敷地における震度を推定し，敷
地における揺れが震度５弱(震度Ⅴ)程度以上と推定される地震。

気象庁，消防庁(2009)より抜粋
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0 50 100 150 200 250
4

5

6

7

8

震央距離(km)

Ｍ

［Ⅲ］

［Ⅳ］

［Ⅴ］

［Ⅵ］

敷地周辺における主な被害地震の震度並びに建物等の被害が明らかでな
い地震のM-Δ図※１，※２

①宇佐美ほか(2013)の震度分布より推定される地震

1968年十勝沖地震の本震及び余震の震度分布

1968年十勝沖地震（本震）の震度分布

（４） 敷地における揺れが震度５弱程度以上であると推定される地震（２／２）

• 敷地における揺れが震度５弱(震度Ⅴ)程度以上であったと推定される地震は，
1968年十勝沖地震のみである。

• 1968年十勝沖地震は，プレート間地震に分類されている。

２．敷地周辺の地震発生状況

• 敷地周辺における主な被害地震の震度並びに建物等の被害が明らかでない地
震については，村松(1969)及び勝又・徳永(1971)による地震規模及び震央距離
と震度の関係(M-Δ図)から敷地における震度を推定。

• 敷地における揺れが震度５弱(震度Ⅴ)程度以上と推定される地震は認められな
い。

②M-Δ図により推定される地震

※１ 地震諸元は，1918年以前は宇佐美ほか(2013)，1919年以降は気象庁による。敷地からの
震央距離が250km以内の地震をプロット。期間は，599年～2020年12月。

※２ ［Ⅲ］～［Ⅵ］は，1996年以前の気象庁震度階級で，震度階級の境界線は，村松（1969）,及び
勝又・徳永（1971）による。

まとめ

• 敷地周辺における主な被害地震について，地震により建物等に被害が発生するとされている震度５弱(震度Ⅴ)程度以上となる地震の有無を確認した。

• 敷地における揺れが震度５弱(震度Ⅴ)程度以上であると推定される地震は，1968年十勝沖地震のみである。

宇佐美ほか(2013)に一部加筆

マ
グ
ニ
チ
ュ
｜
ド

Ｍ
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（余白）
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3.1 プレート間地震
3.敷地ごとに震源を特定して策定する地震動

本節における説明箇所

（1）敷地周辺のプレートテクトニクス
（2）敷地周辺の地震活動

（3）敷地周辺における主な被害地震
（4）敷地における揺れが震度５弱程度以上であると推定される地震

敷地周辺の地震発生状況（２章）

敷地ごとに震源を特定して策定する地震動（３章）

まとめ（４章）

• 検討用地震の地震動評価結果一覧

地震動評価

プレート間地震（3.1節） 海洋プレート内地震（3.2節） 内陸地殻内地震※ （3.3節）

地震動評価 地震動評価

（検討用地震）

• 2011年東北地方太平洋沖地震を踏
まえた地震(Mw9.0) 

（検討用地震）

• 敷地下方の想定スラブ内地震(Mw7.1)

• 想定十勝沖スラブ内地震(Mw8.3)

（検討用地震）

• F-14断層による地震(M7.0)

• 奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東
縁断層～西津軽海盆東縁断層の連
動を考慮した地震(Mw7.8)

• 隆起再現断層による地震(M6.9)

※ 日本海東縁部の地震は，内陸地殻内地震として検討を実施する。
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(１) プレート間地震の地震動評価フロー
3.1 プレート間地震

• プレート間地震を対象とした地震動評価のフローを示す。

• 検討用地震として，「2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震」（Mw9.0）を選定する。

各種調査

検討用地震の選定

不確かさの考慮

地震動評価 断層モデルを用いた手法※による地震動評価

検討用地震は, 敷地から見て広範囲に震源領域が広がっていること，及び既往の距離減衰式に対して外挿となること
から，応答スペクトルに基づく適切な地震動評価が出来ないため，断層モデルを用いた手法による地震動評価を行う。

震源モデルの設定
（１）基本ケースの震源モデルの設定
• 地域性を考慮してSMGAの位置，短周期レベルを設定。

（２）不確かさの考慮
• SMGAの位置を不確かさとして考慮。

2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震（Mw9.0 ）
• 三陸沖北部～宮城県沖の連動
• 三陸沖北部～根室沖の連動

敷地周辺に想定する地震
• 想定三陸沖北部の地震（Mw8.3）

敷地周辺に想定する地震
2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震（Mw9.0）
• 三陸沖北部～宮城県沖の連動
• 三陸沖北部～根室沖の連動

○ 世界の巨大プレート間地震
の発生状況に関する知見

○ 日本の巨大プレート間地震の
発生状況に関する知見

○ 過去の被害地震
• 1968年十勝沖地震 ほか

○ 地震調査研究推進本部（2004）によ
る想定地震
• 三陸沖北部の地震

敷地周辺の過去の被害地震を踏まえた検討 巨大プレート間地震の発生状況に関する知見を踏まえた検討

敷地への影響を考慮して選定

※ 経験的グリーン関数法による。波形合成は入倉ほか（1997）を用いる。
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 地震規模の設定

2011年東北地方太平洋沖地震と同等の規模である，Mw9.0を想定する。

 断層面の設定

2011年東北地方太平洋沖地震は，複数の領域が連動した地震であったことを踏まえ，敷地に近い三陸沖北部の領域から南側への連動及び北側への連動を

それぞれ考慮したプレート間地震として，以下の２ケースを想定する。モデルの諸元は，諸井ほか（2013）を踏まえ設定する。

 三陸沖北部～宮城県沖の連動

 三陸沖北部～根室沖の連動

 SMGAの短周期レベルについて

敷地に近い三陸沖北部の領域のSMGAの短周期レベルについては，1978年宮城県沖の地震の短周期レベルを踏まえて設定する。

(２) 2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震の地震動評価(１／４)

• 2011年東北地方太平洋沖地震の知見を踏まえ，震源モデルを設定する。

検討用地震の地震動評価（基本ケース）

3.1 プレート間地震

検討用地震の基本ケースの震源モデル

三陸沖北部～宮城県沖の連動 三陸沖北部～根室沖の連動

大間原子力発電所

大間原子力発電所

：SMGA （Strong Motion Generation Area）
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検討ケース一覧

a）三陸沖北部～宮城県沖の連動
基本ケース

b）三陸沖北部～根室沖の連動
基本ケース

c）三陸沖北部～宮城県沖の連動
SMGA位置の不確かさケース

d）三陸沖北部～根室沖の連動
SMGA位置の不確かさケース

(２) 2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震の地震動評価(２／４)

検討用地震の地震動評価（不確かさケース）

3.1 プレート間地震

• 2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震の検討ケースを示す。

：偶然的不確かさとして考慮するパラメータ：認識論的不確かさとして考慮するパラメータ

大間原子力発電所

大間原子力

発電所

大間原子力発電所

大間原子力

発電所

検討ケース 地震規模 領域の連動
短周期レベル
（応力降下量）

SMGA位置 破壊開始点

基本ケース

Mw9.0
三陸沖北部
～宮城県沖 SMGA１，２：1978年宮城県沖地震を踏まえた短周期レベル

SMGA３～７：諸井ほか（2013）に基づく面積比12.5％相当の短周期レベル

過去の地震のアスペリティ
との対応を考慮し設定（図ａ）

複数設定

Mw9.0
三陸沖北部
～根室沖

過去の地震のアスペリティ
との対応を考慮し設定（図ｂ）

SMGA位置の
不確かさケース

Mw9.0
三陸沖北部
～宮城県沖 SMGA１，２：1978年宮城県沖地震を踏まえた短周期レベル

SMGA３～７：諸井ほか（2013）に基づく面積比12.5％相当の短周期レベル

SMGA１を敷地に近い
位置に移動
（図ｃ，図ｄ）

複数設定

Mw9.0
三陸沖北部
～根室沖
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(２) 2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震の地震動評価(３／４)

• 経験的グリーン関数法による地震動評価結果を示す。

断層モデルを用いた手法による地震動評価結果：三陸沖北部～宮城県沖の連動

3.1 プレート間地震

2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震（三陸沖北部～宮城県沖の連動）の地震動評価結果

加
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度
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(２) 2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震の地震動評価(４／４)

• 経験的グリーン関数法による地震動評価結果を示す。

断層モデルを用いた手法による地震動評価結果：三陸沖北部～根室沖の連動

3.1 プレート間地震

水平成分 鉛直成分

2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震（三陸沖北部～根室沖の連動）の地震動評価結果

基本ケース （NS成分）
基本ケース （EW成分）
SMGA位置の不確かさケース （NS成分）
SMGA位置の不確かさケース （EW成分）

基本ケース （UD成分）
SMGA位置の不確かさケース （UD成分）
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（余白）



25目次

１．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動評価の流れ

２．敷地周辺の地震発生状況
（1）敷地周辺のプレートテクトニクス
（2）敷地周辺の地震活動
（3）敷地周辺における主な被害地震
（4）敷地における揺れが震度５弱程度以上であると推定される地震

３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動
3.1 プレート間地震

（1）プレート間地震の地震動評価フロー
（2）2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震の地震動評価

3.2 海洋プレート内地震
（1）海洋プレート内地震の地震動評価フロー
（2）敷地下方の想定スラブ内地震の地震動評価
（3）想定十勝沖スラブ内地震の地震動評価

3.3 内陸地殻内地震
（1）内陸地殻内地震の地震動評価フロー
（2）敷地周辺の震源として考慮する活断層による地震から選定される地震
（3）隆起再現断層による地震
（4）検討用地震の選定
（5）F-14断層による地震の地震動評価
（6）奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層の連動を考慮した地震の地震動評価
（7）隆起再現断層による地震の地震動評価
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3.2 海洋プレート内地震
3.敷地ごとに震源を特定して策定する地震動

本節における説明箇所

（1）敷地周辺のプレートテクトニクス
（2）敷地周辺の地震活動

（3）敷地周辺における主な被害地震
（4）敷地における揺れが震度５弱程度以上であると推定される地震

敷地周辺の地震発生状況（２章）

敷地ごとに震源を特定して策定する地震動（３章）

まとめ（４章）

• 検討用地震の地震動評価結果一覧

地震動評価

プレート間地震（3.1節） 海洋プレート内地震（3.2節） 内陸地殻内地震※ （3.3節）

地震動評価 地震動評価

（検討用地震）

• 2011年東北地方太平洋沖地震を踏
まえた地震(Mw9.0) 

（検討用地震）

• 敷地下方の想定スラブ内地震(Mw7.1)

• 想定十勝沖スラブ内地震(Mw8.3)

（検討用地震）

• F-14断層による地震(M7.0)

• 奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東
縁断層～西津軽海盆東縁断層の連
動を考慮した地震(Mw7.8)

• 隆起再現断層による地震(M6.9)

※ 日本海東縁部の地震は，内陸地殻内地震として検討を実施する。
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(１) 海洋プレート内地震の地震動評価フロー

• 海洋プレート内地震を対象とした地震動評価のフローを示す。

• 検討用地震として，「敷地下方の想定スラブ内地震」 （Mw7.1）及び「想定十勝沖スラブ内地震」 (Mw8.3)を選定する。

3.2 海洋プレート内地震

各種調査

検討用地震の選定

不確かさの考慮

地震動評価

震源モデルの設定

東北日本弧 二重深発地震面の上面の地震

敷地下方の想定スラブ内地震（Mw7.1）
千島弧 沖合いのやや浅い地震

想定十勝沖スラブ内地震(Mw8.3)

（１）基本ケースの震源モデルの設定※１

• 2011年４月７日宮城県沖の地震の規模を設定

（２）不確かさの考慮
• 地震規模，断層位置，及び短周期レベルを不確

かさとして考慮

（１）基本ケースの震源モデルの設定
• 1994年北海道東方沖地震の規模を設定

（２）不確かさの考慮
• 地震規模，及び短周期レベルを不確かさとして

考慮

• 応答スペクトルに基づく地震動評価
• 断層モデルを用いた手法※２による地震動評価

• 応答スペクトルに基づく地震動評価
• 断層モデルを用いた手法※３による地震動評価

【東北日本弧の地震】
○ 二重深発地震面の上面の地震
• 2011年４月７日 宮城県沖の地震（Mw7.1，M7.2）

○ 二重深発地震面の下面の地震
• 2008年７月24日 岩手県沿岸北部の地震（Mw6.8，M6.8）

○ 沖合いのやや浅い地震
• 2012年12月７日 三陸沖の地震（Mw7.3，M7.3）

【千島弧の地震】
〇二重深発地震面の上面の地震
• 規模の大きな地震は知られていない。

○ 二重深発地震面の下面の地震
• 1993年釧路沖地震（Mw7.6，M7.5）

○ 沖合いのやや浅い地震
• 1994年北海道東方沖地震（Mw8.3，M8.2）

敷地へ与える影響が大きくなるよう地震を想定し，
片岡ほか（2006）の方法により選定

※１: 2021年２月13日に福島県沖で発生した地震（Mw7.1，M7.3）については，知
見を整理中であり，今後の海洋プレート内地震の審査会合にて説明予定。

※２: 統計的グリーン関数法による。波形合成は入倉ほか（1997）を用いる。

※３: 経験的グリーン関数法による。波形合成は入倉ほか（1997）を用いる。
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断面図

(２) 敷地下方の想定スラブ内地震の地震動評価（１／４）

検討用地震の地震動評価（基本ケース）

3.2 海洋プレート内地震

検討用地震の基本ケースの震源モデル

大間原子力発電所

海洋性地殻(厚さ7km)

応力中立面

敷地に最も近くなる
ように設定

プレートの上面深さは，J-SHISによる

プレート上面

 地震規模の設定※

東北日本弧の二重深発地震面上面で発生した2011年４月７日宮城県沖の地震と同様のMw7.1（M7.2）を想定する。

 断層面の設定

2011年４月７日宮城県沖の地震を踏まえプレート上面との傾斜角が60°の断層面を，海洋性マントル最上部に設定する。断層上端位置は，沈み込む海洋プ

レートに対して，敷地に最も近くなる位置（海洋性マントル上面に垂線を引いた位置）とする。

 SMGA位置の設定

敷地に近づくように断層面上端の中央に設定。

 震源断層の各種諸元

強震動予測レシピに基づき設定。

• 東北日本弧の二重深発地震面の上面で発生した既往最大の地震を踏まえ，震源モデルを設定する。

平面図

海洋性マントル

基本ケースの断層面

：SMGA

※: 2021年２月13日に福島県沖で発生した地震（Mw7.1，M7.3）については，知見
を整理中であり，今後の海洋プレート内地震の審査会合にて説明予定。
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断層位置の不確かさ

検討ケース一覧

(２) 敷地下方の想定スラブ内地震の地震動評価（２／４）

• 敷地下方の想定スラブ内地震の検討ケースを示す。

検討用地震の地震動評価(不確かさケース)

3.2 海洋プレート内地震

基本ケース
短周期レベルの不確かさケース 断層位置の不確かさケース 地震規模の不確かさケース

各ケースの断面図

海洋性地殻(厚さ7km)

応力中立面

：偶然的不確かさとして考慮するパラメータ：認識論的不確かさとして考慮するパラメータ

検討ケース 地震規模 断層面位置 短周期レベル（応力降下量） SMGA位置 破壊開始点

基本ケース
Mw7.1
（Ｍ7.2）

断層面：敷地直近となる位置
（マントル上端～応力中立面）

強震動予測レシピ 敷地寄りに１個 複数設定

断層位置の不確かさケース
Mw7.1
（Ｍ7.2）

断層面：敷地直近となる位置
（海洋性地殻上端に配置）

強震動予測レシピ 敷地寄りに１個 複数設定

地震規模の不確かさケース
Mw7.4

（M7.5※１）
断層面：敷地直近となる位置
（マントル上端～応力中立面）

強震動予測レシピ 敷地寄りに２個 複数設定

短周期レベルの不確かさケース
Mw7.1
（Ｍ7.2）

断層面：敷地直近となる位置
（マントル上端～応力中立面）

強震動予測レシピ×1.5倍※２ 敷地寄りに１個 複数設定

基本ケース
短周期レベルの不確かさ
地震規模の不確かさ

※１：2011年４月７日宮城県沖の地震のM-Mw関係を踏まえ設定。

※２：2011年４月７日宮城県沖の地震のMo-Aの関係から，強震動予測レシピの1.5倍とした。

海洋性マントル

大間原子力発電所
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(２) 敷地下方の想定スラブ内地震の地震動評価（３／４）

• 応答スペクトルに基づく地震動評価結果を示す。

• 応答スペクトルに基づく地震動評価では，片岡ほか（2006）による方法，及びNoda et al.(2002)による方法により評価した。

• また，Noda et al.(2002)による方法では，敷地で得られた海洋プレート内地震の観測記録との残差を踏まえて評価した。

応答スペクトルに基づく地震動評価結果

3.2 海洋プレート内地震

敷地下方の想定スラブ内地震の地震動評価結果

水平成分 鉛直成分

基本ケース(M7.2，Xeq=103km)
断層位置の不確かさケース(M7.2，Xeq=96km)
地震規模の不確かさケース(M7.5，Xeq=104km)
短周期レベルの不確かさケース※

実線： Noda et al.（2002）による方法

一点鎖線： 片岡ほか（2006）による方法（水平成分のみ）

※ ：片岡ほか（2006）のみ評価

加
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度
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加
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度
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(２) 敷地下方の想定スラブ内地震の地震動評価（４／４）

• 統計的グリーン関数法による地震動評価結果を示す。

断層モデルを用いた手法による地震動評価結果

3.2 海洋プレート内地震

敷地下方の想定スラブ内地震の地震動評価結果

基本ケース
断層位置の不確かさケース
地震規模の不確かさケース
短周期レベルの不確かさケース
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地震規模の不確かさケース （EW成分）
短周期レベルの不確かさケース （NS成分）
短周期レベルの不確かさケース （EW成分）
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(３)想定十勝沖スラブ内地震の地震動評価（１／４）

検討用地震の地震動評価（基本ケース）

3.2 海洋プレート内地震

： 地震調査研究推進本部（2009）における断層の西端位置

（地震調査研究推進本部（2009）に一部加筆）
検討用地震の基本ケースの震源モデル

地震調査研究推進本部における千島弧の「沈み込んだ海洋プレート内のやや浅い地震」の想定震源域

 地震規模の設定

千島弧の沖合のやや浅い領域で発生した1994年北海道東方沖地震と同様のMw8.3（M8.2）を想定する。

 断層面の設定

1994年北海道東方沖地震を踏まえ傾斜角75°で断層上端深さが20kmの断層面を設定する。断層位置は，地震調査研究推進本部(2009）の「沈み込んだ海

洋プレート内のやや浅い地震」の設定を踏まえ，敷地に最も近い千島弧の西端位置とする。

 SMGA位置の設定

地震規模を踏まえSMGAは５個とし，これらを断層面内に均等に配置した上で，さらに敷地に近づくよう敷地寄りに移動した位置に設定する。

 震源断層の各種諸元

強震動予測レシピに基づき設定する。

• 千島弧の沖合のやや浅い領域で発生した既往最大の地震を踏まえ，震源モデルを設定する。

断層面
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検討ケース一覧

基本ケース，短周期レベルの不確かさケース 地震規模の不確かさケース

※２ ：1994年北海道東方沖地震のM0-Aの関係から，強震動予測レシピの2.0倍とした。

(３)想定十勝沖スラブ内地震の地震動評価（２／４）

• 想定十勝沖スラブ内地震の検討ケースを示す。

検討用地震の地震動評価（不確かさケース）

3.2 海洋プレート内地震

：破壊開始点

：偶然的不確かさとして考慮するパラメータ：認識論的不確かさとして考慮するパラメータ

検討ケース 地震規模 断層面位置 短周期レベル（応力降下量） SMGA位置 破壊開始点

基本ケース
Mw8.3
（M8.2）

千島弧の西端位置 強震動予測レシピ 敷地寄りに５個 複数設定

地震規模の不確かさケース
Mw8.4

（M8.4※１）
千島弧の西端位置 強震動予測レシピ 敷地寄りに５個 複数設定

短周期レベルの不確かさケース
Mw8.3
（M8.2）

千島弧の西端位置 強震動予測レシピ×2.0倍※２ 敷地寄りに５個 複数設定

※１ ：地震調査研究推進本部（2017）のＭ＝Mwの想定を踏まえ設定。

破壊開始点３
破壊開始点１

破壊開始点２

基準点
破壊開始点３

破壊開始点１

破壊開始点２

基準点
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(３)想定十勝沖スラブ内地震の地震動評価（３／４）

• 応答スペクトルに基づく地震動評価結果を示す。

• 応答スペクトルに基づく地震動評価では，片岡ほか（2006）による方法，及びNoda et al.(2002)による方法により評価した。

• また，Noda et al.(2002)による方法では，敷地で得られた海洋プレート内地震の観測記録との残差を踏まえて評価した。

応答スペクトルに基づく地震動評価結果

3.2 海洋プレート内地震

想定十勝沖スラブ内地震の地震動評価結果

水平成分 鉛直成分

基本ケース（M8.2，Xeq=265km）
地震規模の不確かさケース（M8.4，Xeq=273km）
短周期レベルの不確かさケース※

実線： Noda et al.（2002）による方法

一点鎖線： 片岡ほか（2006）による方法（水平成分のみ）

※ ：片岡ほか（2006）のみ評価

加
速

度
(c

m/s
 ) 2

加
速

度
(c

m/s
 ) 2
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基本ケース （NS成分）
基本ケース （EW成分）
地震規模の不確かさケース （NS成分）
地震規模の不確かさケース （EW成分）
短周期レベルの不確かさケース （NS成分）
短周期レベルの不確かさケース （EW成分）

基本ケース
地震規模の不確かさケース
短周期レベルの不確かさケース

(３)想定十勝沖スラブ内地震の地震動評価（４／４）

• 経験的グリーン関数法による地震動評価結果を示す。

断層モデルを用いた手法による地震動評価結果

3.2 海洋プレート内地震

想定十勝沖スラブ内地震の地震動評価結果

水平成分 鉛直成分

加
速

度
(c

m/s
 ) 2

加
速

度
(c

m/s
 ) 2
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（余白）
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（7）隆起再現断層による地震の地震動評価

４．まとめ
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3.3 内陸地殻内地震
3.敷地ごとに震源を特定して策定する地震動

本節における説明箇所

（1）敷地周辺のプレートテクトニクス
（2）敷地周辺の地震活動

（3）敷地周辺における主な被害地震
（4）敷地における揺れが震度５弱程度以上であると推定される地震

敷地周辺の地震発生状況（２章）

敷地ごとに震源を特定して策定する地震動（３章）

まとめ（４章）

• 検討用地震の地震動評価結果一覧

地震動評価

プレート間地震（3.1節） 海洋プレート内地震（3.2節） 内陸地殻内地震※ （3.3節）

地震動評価 地震動評価

（検討用地震）

• 2011年東北地方太平洋沖地震を踏
まえた地震(Mw9.0) 

（検討用地震）

• 敷地下方の想定スラブ内地震(Mw7.1)

• 想定十勝沖スラブ内地震(Mw8.3)

（検討用地震）

• F-14断層による地震(M7.0)

• 奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東
縁断層～西津軽海盆東縁断層の連
動を考慮した地震(Mw7.8)

• 隆起再現断層による地震(M6.9)

※ 日本海東縁部の地震は，内陸地殻内地震として検討を実施する。
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(１) 内陸地殻内地震の地震動評価フロー
3.3 内陸地殻内地震

各種調査

地震動評価

F-14断層による地震(M7.0)

• 応答スペクトルに基づく地震動評価
• 断層モデルを用いた手法※1による地震動評価

検討用地震の選定

震源モデルの設定

不確かさの考慮

（１）基本ケースの震源モデルの設定
• 地質調査結果を上回る地震規模を設定

（２）不確かさの考慮
• 短周期レベル，断層傾斜角

【同時破壊を考慮する活断層】
奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西
津軽海盆東縁断層の同時破壊を考慮

【敷地周辺の震源として考慮する主な活断層】
 根岸西方断層
 函館平野西縁断層帯（海域南東延長部を含む）
 函館平野西縁断層帯（海域南西延長部を含む）
 恵山岬東方沖断層
 Ｆ-14断層
 奥尻海盆北東縁断層
 奥尻海盆東縁断層
 西津軽海盆東縁断層

（１）基本ケースの震源モデルの設定
• 地質調査結果を上回る地震規模を設定

（２）不確かさの考慮
• 短周期レベル

• 応答スペクトルに基づく地震動評価

• 断層モデルを用いた手法※２による地震動評
価

奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断
層～西津軽海盆東縁断層の連動を考慮
した地震(Mw7.8)

第922回までの敷地周辺及び敷地近傍の地質・地質構造に係る審査
会合において審議済みであり，地震動の審査に引き継ぐ事項。

（１）基本ケースの震源モデルの設定
• 当該位置に活断層がないことから，隆

起シミュレーションを踏まえ設定

（２）不確かさの考慮
• 短周期レベル

• 応答スペクトルに基づく地震動評価

• 断層モデルを用いた手法※1による地震
動評価

敷地周辺の震源として考慮する活断層による地震から選定される地震 隆起再現断層による地震

隆起シミュレーションに基づく「隆起再
現断層」 による「大間付近の隆起域」
の再現性の評価

隆起再現断層による地震(M6.9)

• 内陸地殻内地震を対象とした地震動評価フローを示す。

• 検討用地震として，敷地周辺の震源として考慮する活断層による地震から選定される地震に加え， 隆起再現断層による地震を検討用地震に選定する。

• なお，隆起再現断層による地震は，広域的な隆起のうち敷地に近い大間付近に仮想的な隆起域を設定し，その領域を説明しうる仮想的な活断層を，震源と
して考慮する活断層として想定し，敷地ごとに震源を特定して策定する地震動の対象として耐震設計上の保守性を考慮するものである。

大間付近の隆起域，及び隆起再現断
層の想定領域の設定

敷地への影響を考慮して選定•設定

※１: 統計的グリーン関数法と理論的手法のハイブリッド合成法による。統計的グリーン関数法の波形合成は，入倉ほか（1997），理論的手法はHisada(1994)を用いる。

※２: 経験的グリーン関数法による。波形合成は入倉ほか（1997）を用いる。
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（２）敷地周辺の震源として考慮する活断層による地震から選定される地震（１／４）

１）敷地周辺の震源として考慮する活断層の分布

3.3 内陸地殻内地震

No. 断層名
評価長さ※３

（km）
地震規模

M
震央距離※３

(km)
備考※３

① 根岸西方断層 38 7.5※１ 50

②-1
函館平野西縁断層帯(海域

南東延長部を含む)
31 7.3※１ 42

②-2
函館平野西縁断層帯(海域

南西延長部を含む)
33 7.4※１ 43

③ 奥尻海盆北東縁断層 31 7.3※１ 103
同時破壊を否定でき
ないものとし，国交
省ほか（2014）による
F18断層の位置で評
価する。
（評価長さ137ｋｍ）
（震央距離 92ｋｍ）

④ 奥尻海盆東縁断層 50 7.7※１ 86

⑤ 西津軽海盆東縁断層 43 7.6※１ 96

⑥ 恵山岬東方沖断層 47 7.6※１ 73

⑦ 清水山南方断層 11 7.0※２ 28

⑧ Ｆ-14断層 3.4 7.0※２ 12

⑨ 敷地西方沖断層 7.2 7.0※２ 20

⑩ Ｆ－５断層 2.9 7.0※２ 35

⑪ Ｆ－８断層 11 7.0※２ 37

⑫ Ｆ－９断層 6.6 7.0※２ 32

⑬ Ｆ-28断層～Ｆ-31断層 13.1 7.0※２ 44

⑭ Ｆ-33断層 7.3 7.0※２ 50

表 敷地周辺の震源として考慮する活断層の諸元

※１ 断層長さから松田(1975)により算定。
※２ 地震モーメントM0=7.5×1018Nmを設定し，武村(1990)により算定。
※３ 諸元は，第922回審査会合 資料1-1P.9-3を参照。震央距離は，断層評価点の中点から敷地までの距離。

グレー部分は，孤立した短い活断層を示し，赤字は，検討用地震の選定候補の地震を示す。

• 地質調査結果を踏まえ，敷地周辺の震源として考慮する活断層を以下に示す。

• 孤立した長さの短い活断層については，同じ地震規模(M7.0)を考慮するため，敷地に最も近い「F-14断層による地震」で代表させる。

• なお ，奥尻海盆北東縁断層，奥尻海盆東縁断層，及び西津軽海盆東縁断層は，日本海東縁部に位置しているが，内陸地殻内地震
と日本海東縁部の地震は，いずれも活断層・褶曲帯との関連性があり，震源深さが浅く，また，独立行政法人 防災科学技術研究所
が中心となって行われたひずみ集中帯の重点的調査観測・研究プロジェクトにおいて震源特性の類似性が指摘されていることから，
ここでは，日本海東縁部の地震を内陸地殻内地震として取り扱う。

敷地周辺の震源として考慮する活断層の分布

国交省ほか(2014)によるF18断層

第922回審査会合

資料1-1P.9-3 一部修正
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根岸西方断層による地震

函館平野西縁断層帯(海域南西
延長部を含む)による地震

函館平野西縁断層帯(海域南
東延長部を含む)による地震

恵山岬東方沖断層による地震

奥尻海盆東縁断層による地震

西津軽海盆東縁断層による地震

奥尻海盆北東縁断層による地震F-14断層による地震

（２）敷地周辺の震源として考慮する活断層による地震から選定される地震（２／４）

２）敷地に大きな影響を与えると考えられる活断層による地震の選定

3.3 内陸地殻内地震

• 村松(1969)及び勝又・徳永(1971)による地震規模及び震央距
離と震度の関係(M-Δ図)から，敷地における震度を推定。

• 気象庁震度階級関連解説表によると，地震により建物等に
被害が生じるのは震度５弱(1996年以前は震度Ⅴ)程度以上
であることから，敷地に大きな影響を与える地震として，敷地
における揺れが震度５弱(震度Ⅴ)程度以上のものを選定。

• 以上より，敷地に大きな影響を与えると考えられる地震は，
以下の６地震が挙げられる。
• 根岸西方断層による地震

• 函館平野西縁断層帯（海域南東延長部を含む）

• 函館平野西縁断層帯（海域南西延長部を含む）

• 奥尻海盆東縁断層による地震

• 恵山岬東方沖断層による地震

• F-14断層による地震

M-Δ図による評価
（赤は，敷地に大きな影響を与えると考えられる活断層による地震を表す）
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（２）敷地周辺の震源として考慮する活断層による地震から選定される地震（３／４）

3.3 内陸地殻内地震

検討用地震の選定に用いた活断層の諸元

Noda et al.(2002)による検討用地震の選定(地震基盤，内陸補正なし)

• 前頁に示した６地震について，Noda et al.(2002)の方法により，応答スペクトルの比較を行った。

• 敷地に最も大きな影響を与えると考えられる活断層による地震としてF-14断層による地震を検討用地震に選定する。

断層名
地震規模

M
等価震源距離※

(km)

根岸西方断層 7.5 54

函館平野西縁断層帯(海域南東延長部を含む) 7.3 44

函館平野西縁断層帯(海域南西延長部を含む) 7.4 48

奥尻海盆東縁断層 7.7 77

恵山岬東方沖断層 7.6 78

Ｆ-14断層 7.0 16

水平成分

※ 等価震源距離は，一様な矩形断層を想定し算定。

根岸西方断層による地震

函館平野西縁断層帯(海域南
東延長部を含む)による地震

函館平野西縁断層帯(海域南
西延長部を含む)による地震

奥尻海盆東縁断層による地震

恵山岬東方沖断層による地震

F-14断層による地震

３）Noda et al.(2002) の方法による検討用地震の選定
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（２）敷地周辺の震源として考慮する活断層による地震から選定される地震（４／４）

• 第817回の敷地周辺及び敷地近傍の地質・地質構造調査の審査会合(2019年12月20日実施)を踏まえ，奥尻海盆北東縁断層～奥尻
海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層の連動を考慮した地震を検討用地震として選定する。

４）連動を考慮する活断層

3.3 内陸地殻内地震

敷地周辺の震源として考慮する活断層のうち，連動を考慮する活断層の位置

（活断層の番号は，前頁の表を参照）

断層名
評価長さ

（km）
地震規模

震央距離
(km)

備考

奥尻海盆北東
縁断層～奥尻
海盆東縁断層
～西津軽海盆
東縁断層の連
動

137 Mw7.8※ 92

同時破壊を否定で
きないものとし，国
交省ほか（2014）に
よるF18断層の位
置で評価する。

※ モーメントマグニチュードMwは，断層長さ，及び断層幅を踏まえて評価。なお，当該断層は松田(1975)，
武村(1990)の外挿となるため，適切にMを評価できない。

表 連動を考慮する活断層の諸元

国交省ほか(2014)によるF18断層
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第922回審査会合

資料1-1P.9-4 再掲

海域は海底地形，陸域は接峰面の等高線を示す。

• 下北半島西部の広域的な隆起のうち，敷地に近い大間
付近に仮想的な隆起域（「大間付近の隆起域」）を設定し，
その隆起域を説明する仮想的な活断層（隆起再現断層）
を，隆起域の縁辺に分布するF-14断層を起点とした地表
トレースを想定しうる領域（「隆起再現断層の想定領域」）
として評価する。

• しかしながら，「大間付近の隆起域」は主に現在の地形
発達過程に基づいて設定し，「隆起再現断層の想定領
域」は主に後期更新世以降の活動が認められない地質
構造に基づいて設定することになるため，「隆起再現断層
の想定領域」に地表トレースを設定する隆起再現断層が，
必ずしも「大間付近の隆起域」を再現できるとは限らない。

• 「審査ガイド」では，“調査結果や地形発達過程及び地
質構造等を総合的に検討して評価”※１，“累積的な変位
を説明する適切な地殻変動を検討する必要”※２が要求さ
れていることから，隆起再現断層による「大間付近の隆起
域」における地形発達過程の再現性を確認し，成立性が
担保される条件によって震源モデルを設定することが不
可欠である。

• そこで，「隆起再現断層の想定領域」に地表トレースを
設定する隆起再現断層の隆起シミュレーションにより，
「大間付近の隆起域」の規模・配置及びその隆起域にお
ける海成段丘面の隆起速度分布の再現性により，隆起
再現断層の地下の構造（傾斜，アスペリティ）が満たすべ
き条件と，その地表トレースが許容される領域（「地表出
現領域」）を評価し，これを満たすものを，「隆起再現断
層」として扱うこととする。

大間原子力発電所

当社が震源として考慮する活断層
と評価する断層

凡 例

F-14断層

大間付近の隆起域

隆起再現断層の想定領域

※２ 「審査ガイド」2.2解説(5)：“顕著な海岸隆起によって累積的な変位が認められる

地域では，弾性波探査によって断層が確認されない場合でも，これをもって直ちに
活断層の存在を否定せず，累積的な変位を説明する適切な地殻変動を検討する
必要がある。”

※１ 「審査ガイド」2.2(2)：“将来活動する可能性のある断層等が疑われる地表付近の

痕跡や累積的な地殻変動が疑われる地形については，個別の痕跡のみにとらわ
れることなく，その起因となる地下の震源断層を想定して調査が実施されているこ
と…。それらの調査結果や地形発達過程及び地質構造等を総合的に検討して評価
が行われていることを確認する。”

大間付近の隆起域と隆起再現断層の想定領域

（３）隆起再現断層による地震
3.3 内陸地殻内地震
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（４）検討用地震の選定

内陸地殻内地震の検討用地震として，以下の地震を選定する。

敷地周辺の震源として考慮する活断層による地震から選定される地震
• 敷地に対して影響の大きい地震として以下の地震を選定する。

 F-14断層による地震

 奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層の連動を考慮した地震

隆起再現断層による地震

• 大間付近に仮想的な隆起域を設定し，その領域を説明しうる仮想的な活断層による地震を，耐震設計上の保守性を考慮する地震
として，以下の地震を選定する。

 隆起再現断層による地震

3.3 内陸地殻内地震
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（５） F-14断層による地震の地震動評価（１／４）

■地質調査結果

• F-14断層は，地質調査結果によると，長さ3.4kmの断層である。

• 走向は東南東‐西北西，傾斜角は鉛直から高角北傾斜，現在の
東西圧縮応力場において左横ずれ断層と想定される。

■断層面の設定

• 孤立した短い断層として，地震モーメント7.5×1018Nm相当の断層
面積368km2を上回る断層面を想定する。

• 断層傾斜角は，地質調査結果を踏まえ90°とする。

• 断層幅は，敷地前面海域における地震発生層上限深さ3km，下
限深さ17kmを傾斜角を考慮して飽和した値として，14kmとする。

• 断層長さは，上記断層傾斜角，断層面積，断層幅を踏まえ，
26.3kmとする。

■アスペリティの配置

• 断層評価位置の中心とアスペリティの中心が一致するように１つ
配置する。

検討用地震の地震動評価（基本ケース）

3.3 内陸地殻内地震

基本震源モデルの設定

平面図

断面図

断層評価位置（長さ3.4km）

地震発生層の
上限深さ 3km

地震発生層の
下限深さ 17km

断層面積368.2km2

(M0=7.54×1018Nm)

断層長さ 26.3km

断
層

幅
1
4
km

アスペリティ

大間大間原子力発電所

地質調査による
断層評価位置（長さ3.4km）

想定断層面
(26.3km,断層傾斜角90°)

GL
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（５） F-14断層による地震の地震動評価（２／４）

• F-14断層による地震の検討ケースを示す。

検討用地震の地震動評価（不確かさケース）

3.3 内陸地殻内地震

平面図
基本ケース，短周期レベルの不確かさケース

展開図
基本ケース，短周期レベルの不確かさケース

検討ケース 地震規模
断層傾斜角

(°)
短周期レベル（応力降下量） アスペリティ位置 破壊開始点

基本ケース M7.0 90 強震動予測レシピ
痕跡直下の

断層上端位置
複数設定

短周期レベルの不確かさケース M7.0 90 強震動予測レシピ×1.5倍
痕跡直下の

断層上端位置
複数設定

破壊開始点1

破壊開始点2

大間大間原子力発電所

W E

GL-3km

GL-17km

上端深さ3km

26.3km(=1.55km×17）

断層面基準点

●

傾斜角90度

14.0km

(=1.56km×9）

破壊開始点2

破壊開始点4

破壊開始点1

破壊開始点3 破壊開始点5

破壊開始点2

破壊開始点1

26.3km

検討ケース一覧

地震発生層の
上限深さ3km

：偶然的不確かさとして考慮するパラメータ：認識論的不確かさとして考慮するパラメータ

14.0km
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（５） F-14断層による地震の地震動評価（３／４）

• 応答スペクトルに基づく地震動評価結果を示す。

• 応答スペクトルに基づく手法として，Noda et al.(2002)による方法(内陸補正なし) を示す。

応答スペクトルに基づく地震動評価結果

3.3 内陸地殻内地震

基本ケース（M7.0，Xeq=14.3km）

水平成分 鉛直成分

F-14断層による地震の地震動評価結果
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（５） F-14断層による地震の地震動評価（４／４）

• 統計的グリーン関数法と理論的手法のハイブリッド合成法による地震動評価結果を示す。

断層モデルを用いた手法による地震動評価結果

3.3 内陸地殻内地震

水平成分 鉛直成分

基本ケース （NS成分）
基本ケース （EW成分）
短周期レベルの不確かさケース （NS成分）
短周期レベルの不確かさケース （EW成分）

基本ケース
短周期レベルの不確かさケース

F-14断層による地震の地震動評価結果

加
速

度
(c

m/s
 ) 2

加
速

度
(c

m/s
 ) 2



50
（６） 奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層の連動を考慮した地震の地震動評価（１／４）

検討用地震の地震動評価（基本ケース）

3.3 内陸地殻内地震

■地質調査結果

• 奥尻海盆北東縁断層，奥尻海盆東縁断層，西津軽海盆東縁断
層の同時破壊は安全評価上，否定できないため，連動を考慮し
た137kmの断層を想定する。

• 各断層の断層傾斜角は，日本海東縁部の東西圧縮の応力場と
地質調査結果を踏まえ，東傾斜45°の逆断層と考えられる。

■断層面の設定

• 断層長さは，奥尻海盆北東縁断層，奥尻海盆東縁断層，西津
軽海盆東縁断層の連動を考慮し，137kmとする。

• 断層傾斜角は，東傾斜45°とする。

• 断層幅は，震源周辺の地震発生層上限深さ2km，下限深さ
20kmに傾斜角45°を考慮して，25.5kmとする。

■アスペリティの配置

• 奥尻海盆北東縁断層，奥尻海盆東縁断層，西津軽海盆東縁断
層にそれぞれ１つ配置する。

• 各アスペリティは，敷地に最も近づくように断層下端に配置する。

GL
地震発生層の
上限深さ2km

地震発生層の
下限深さ20km

断層面

アスペリティ※

大間原子力発電所

断層傾斜角45°

断面図（ A-A’断面）

A

A ’

平面図

A A ’

※ アスペリティを断層下端に配置した場合，
敷地に最も近づく配置となる。

大間原子力発電所

：アスペリティ

破壊開始点1

破壊開始点2

破壊開始点3

奥尻海盆北東縁断層

奥尻海盆東縁断層

西津軽海盆東縁断層

基本震源モデルの設定
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• 奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層の連動を考慮した地震の検討ケースを示す。

検討用地震の地震動評価（不確かさケース）

3.3 内陸地殻内地震

基本ケース，短周期レベルの不確かさケース

検討ケース 地震規模
断層傾斜角

（°）
短周期レベル（応力降下量） アスペリティ位置 破壊開始点

基本ケース Mw7.8 45 強震動予測レシピ 敷地寄りに３個 複数設定

短周期レベルの不確かさケース Mw7.8 45 強震動予測レシピ×1.5倍 敷地寄りに３個 複数設定

断層傾斜角の不確かさケース Mw7.9 30 強震動予測レシピ 敷地寄りに３個 複数設定

セグメント1セグメント1

セグメント2セグメント2

大間原子力発電所大間原子力発電所

セグメント3セグメント3

断層傾斜角の不確かさケース

地震発生層の
上限深さ 2km

地震発生層の
下限深さ 20km

地
震

発
生

層
の

幅
1
8
km

断層傾斜角45°

アスペリティ

断層傾斜角30°

断層傾斜角の不確かさケース

基本ケース，
短周期レベルの不確かさケース

断面図

破壊開始点1

破壊開始点2

破壊開始点3

破壊開始点1

破壊開始点2

破壊開始点3

：アスペリティ

（６） 奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層の連動を考慮した地震の地震動評価（２／４）

平面図

検討ケース一覧

GL

：偶然的不確かさとして考慮するパラメータ：認識論的不確かさとして考慮するパラメータ
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（６） 奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層の連動を考慮した地震の地震動評価（３／４）

• 奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層の連動を考慮した地震の応答スペクトルに基づく地震動評価結
果を示す。

• 本連動を考慮した地震は松田(1975)，武村(1990)の外挿となり，適切にMを評価出来ないため，Mwで評価可能な以下の手法により
評価する。

Abrahamson et al.(2014)，Boore et al.(2014)，Campbell and Bozorgnia(2014)，Chiou and Youngs(2014)，Idriss(2014) ，内山・翠川(2006)，Zhao
et al.(2006)，Kanno et al.(2006)

応答スペクトルに基づく地震動評価結果

3.3 内陸地殻内地震

水平成分

奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層の連動を考慮した地震の地震動評価結果

実線：基本ケース(Mw7.8)

点線：断層傾斜角の不確かさ(Mw7.9)

Abrahamson et al.(2014)

Boore et al.(2014)

Campbell and Bozorgnia(2014)
Chiou and Youngs(2014)

Idriss(2014)

内山・翠川(2006)

Zhao et al.(2006)

Kanno et al.(2006)

短周期レベルの不確かさ，及び鉛直成分は上記の距離
減衰式の適用対象外。
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（６） 奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層の連動を考慮した地震の地震動評価（４／４）

• 経験的グリーン関数法による地震動評価結果を示す。

断層モデルを用いた手法による地震動評価結果

3.3 内陸地殻内地震

水平成分 鉛直成分

奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層の連動を考慮した地震の地震動評価結果

基本ケース （NS成分）
基本ケース （EW成分）
短周期レベルの不確かさケース （NS成分）
短周期レベルの不確かさケース （EW成分）
断層傾斜角の不確かさケース （NS成分）
断層傾斜角の不確かさケース （EW成分）

基本ケース
短周期レベルの不確かさケース
断層傾斜角の不確かさケース

加
速

度
(c

m/s
 ) 2

加
速

度
(c

m/s
 ) 2
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（７）隆起再現断層による地震の地震動評価（１／８）

隆起再現断層による地震の地震動評価の方針

3.3 内陸地殻内地震

隆起再現断層による地震の
地震動評価フロー

地震動評価の震源モデルの設定

基本ケースの震源モデルの選定

隆起シミュレーション結果を踏まえ，敷地への影響が大き
いと考えられる震源モデルを基本ケースに設定。

不確かさの考慮

強震動予測レシピの1.5倍の短周期レベルを考慮。

地震動評価

応答スペクトルに基づく地震動評価

震源モデルを用いた地震動評価

隆起シミュレーションに基づく「隆起再現断層」に
よる「大間付近の隆起域」の再現性の評価

震源モデルの評価

「隆起再現断層の想定領域」に複数の地表トレースを設定
し，隆起シミュレーションにより「大間付近の隆起域」の再
現性のある震源モデルを検討する。

大間付近の隆起域，及び隆起再現断層の想定領
域の設定（P.44参照）

震源モデルの根拠の検討

隆起域：「大間付近の隆起域」※１

断層位置：「隆起再現断層の想定領域」※１

敷地周辺の地震発生層を踏
まえ，断層上端深さ3km，下
端深さ17kmに設定。※２

隆起再現断層の震源モデルの設定方針

•隆起再現断層は，地質調査において活断層が確認されない位置に耐震設計上の
保守性の観点から仮想的に想定する断層である。

• したがって，実態のある活断層とは異なり，地質調査によって直接的に断層の
形状等及び震源特性パラメータを設定することができない。

• そこで，隆起再現断層は，その地表トレースを「隆起再現断層の想定領域」※１に
想定することを基本とし，震源モデル（断層の形状等/震源特性パラメータ）は，隆
起シミュレーションにより「大間付近の隆起域」※１における地形発達過程の再現性
が担保されることを必要条件として設定する。

審査ガイドの要求事項（震源モデル）

隆起再現断層の対応方針（震源モデル）

• 隆起再現断層の地表トレースは，「隆起再現断層の想定領域」※１に想定することを
基本とし，震源モデル（断層の形状等/震源特性パラメータ）は，隆起シミュレーション
により「大間付近の隆起域」※１における地形発達過程の再現性が担保されることを必
要条件とする。

• 隆起シミュレーションに用いる震源モデルと地震動評価に用いる震源モデルは同一
のものを用いる。※２

※１ 変動地形学的調査，地質・地質構造調査，地球物理学的調査の結果を基に，隆起再現断層による隆起域は，主に
現在の地形発達過程に基づいて「大間付近の隆起域」を設定し，断層位置は，主に後期更新世以降の活動が認めら
れない地質構造に基づいて「隆起再現断層の想定領域」を設定する。

（第922回審査会合資料1-1「8.4 下北半島西部の隆起への耐震設計上の考慮まとめ」(P.8-46)を参照。）

※２ 震源モデルは，地震発生層及び地震発生時の断層面における破壊様式等を考慮し，第922回審査会合資料1-1「巻
末参考」に示すモデルを見直している。
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（７）隆起再現断層による地震の地震動評価（２／８）

隆起シミュレーションに基づく「隆起再現断層」による「大間付近の隆起域」の再現性の評価

3.3 内陸地殻内地震 第922回審査会合

資料1-1P.参考-5 一部修正

震源として考慮する活断層(   )

向 斜 軸
背 斜 軸

地質構造要素凡例

海域は海底地形を示す。
陸域は接峰面等高線を示す。

領域の凡例

隆起再現断層の想定領域

段丘の隆起速度調査結果

大間原子力発電所

基本となる地表トレース

北限屈曲「中新統の谷状構造」

中央屈曲「更新統中の傾斜不連続」

南限屈曲「中新統中の向斜構造」

中新統の谷状構造

更新統中の傾斜不連続線

中新統中の向斜構造

重力構造に基づく隆起再現断層
の地表トレースの許容範囲※２

（基本となる地表トレースの設定）

北限屈曲

中央屈曲

南限屈曲

隆起再現断層は，「震源を特定して策定する地震動」
の対象として考慮するため，その配置が地形・地質構
造に基づいて設定される必要がある。

ここでは「隆起再現断層の想定領域」の設定に用いた
地質構造※１に基づいて，以下の方針で基本となる地表
トレース案を設定することとする。

① 隆起再現断層の地表痕跡として扱える地質構造がF-14
断層のみであることから，特に西部においては，F-14断
層で確認された諸元を優先して地表トレースを設定する。

② 東部においては，F-14断層とはやや異なる地質構造が
分布することから，各々の地質構造に沿って地表トレース
を設定する。

③ 上記２つの方針で地表トレースが設定できない場合は，
「重力構造に基づく隆起再現断層の地表トレースの許容
範囲※２」を参照して設定する。

○ 北限屈曲←「中新統の谷状構造」
• 西部はF-14断層を起点として，「重力構造に基づく隆

起再現断層の地表トレースの許容範囲※２」の北限に沿
う直線とする。
• 東部は「中新統の谷状構造に沿う直線」とする。

○ 中央屈曲←「更新統中の傾斜不連続線」
• 西部はF-14断層を延長した直線とする。
• 東部は「更新統中の傾斜不連続線」に沿う直線とする。

○ 南限屈曲←「中新統中の向斜構造」
• 西部はF-14断層を延長した直線とする。
• 東部は「中新統中の向斜構造」及び「重力構造に基づ

く隆起再現断層の地表トレースの許容範囲※２」の南限
に沿う直線とする。

重力構造に基づく隆起再現断層
の地表トレースの許容範囲※２

※１ 第922回審査会合資料1-1「8.3 隆起再現断層の想定領域の評価」(P.8-40)を参照。
※２ 第922回審査会合資料1-1「8.3 隆起再現断層の想定領域の評価」(P.8-33)を参照。
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（７）隆起再現断層による地震の地震動評価（３／８）

隆起シミュレーションに基づく「隆起再現断層」による「大間付近の隆起域」の再現性の評価

3.3 内陸地殻内地震

大間付近の隆起域

段丘の隆起速度調査結果

大間原子力発電所

北限屈曲

中央屈曲

南限補間

南限屈曲

北限補間

（補間的な地表トレースの設定）

海域は海底地形を示す。
陸域は接峰面等高線を示す。

基本となる地表トレース

北限屈曲「中新統の谷状構造」

中央屈曲「更新統中の傾斜不連続」

南限屈曲「中新統中の向斜構造」

震源として考慮する活断層(   )

地質構造要素凡例 領域の凡例

隆起再現断層の位置の不確かさを「大間付近の隆
起域」の再現性が保たれる限り考慮するものとして，基
本となる地表トレースの間に，以下の方針で補間的な
地表トレースを設定することとする。

① 補間的な地表トレースは，基本となる地表トレースとの
地質構造の整合性が保たれる配置に設定する。

② 基本トレースに挟まれた領域の平面的な均等性を優先
して設定する。

③ 上記２つの方針に加え，「大間付近の隆起域」の再現性
に有効な配置を設定する。

○ 北限補間
• 西部は平面的な均等性により位置を定める。
• 東部は「大間付近の隆起域」の再現性に有効な配置

である，北寄りに位置を定める。

○ 南限補間
• 西部はF-14断層を延長した直線とする。
• 東部は平面的な均等性により位置を定める。
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断層傾斜角60゜の隆起再現断層 断層傾斜角45゜の隆起再現断層

（７）隆起再現断層による地震の地震動評価（４／８）
3.3 内陸地殻内地震

隆起シミュレーションに基づく「隆起再現断層」による「大間付近の隆起域」の再現性の評価

「大間付近の隆起域」の再現性がある震源モデルの設定が不可能な地表トレース

隆起再現断層の地表トレース案として地質構造に基づく３案（北限屈曲，中央屈曲，南限屈曲）に加え，間を補間する２案を加えた計５案に
ついて，断層傾斜角やアスペリティ位置を変えた震源モデルを設定し，「大間付近の隆起域」における地形発達過程の再現性を評価した。

また，隆起再現断層は，東北地方に分布する逆断層の一般的な傾向に従い，中新世の正断層のインバージョンと仮定する。断層傾斜角は，
正断層として形成されるため最小でも45゜，また逆断層として活動するため最大でも60°とする。

• 断層傾斜角60°の場合は，北限屈曲，北限補間，南限補間の位置において再現性のある震源モデルの設定が可能。
• 断層傾斜角45°の場合は，北限屈曲，北限補間の位置において再現性のある震源モデルの設定が可能。

（地表トレースの評価結果）

中央屈曲

北限屈曲

南限屈曲

南限補間

北限補間

中央屈曲

北限屈曲

南限屈曲

南限補間

北限補間

「大間付近の隆起域」の再現性がある震源モデルの設定が可能な地表トレース

大間原子力発電所 大間原子力発電所
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（７）隆起再現断層による地震の地震動評価（５／８）

• 地震動評価の基本ケースは，隆起再現性のある震源モデルのうち，敷地への影響が大きいと考えられる震源モデルを選定する。

• 西部領域は，F-14断層の痕跡に合わせてアスペリティを配置しているため，震源モデルによらずアスペリティの位置はおおむね同じ
である。一方，東部領域は，敷地に近く位置し，震源モデルによってアスペリティの位置が異なるため，敷地への影響が異なる。

• したがって，地震動評価の基本ケースは，東部領域のアスペリティの規模，及びその敷地からの距離を各々比較し，選定する。

• その結果，断層傾斜角45°の震源モデルによる敷地への影響は，断層傾斜角60°の震源モデルよりも大きいことを確認した。さら
に，断層傾斜角45°の震源モデルのうち，敷地に与える影響が最も大きい「断層傾斜角45°北限補間」を地震動評価の基本ケース
として，選定した。

地震動評価の震源モデルの設定（基本ケースの選定）

3.3 内陸地殻内地震

基本震源モデルの設定

大間原子力発電所

大間原子力発電所
を通る断面線

A

A‘

東部領域

西部領域

GL

断層面（東部）

アスペリティ（東部）

断層傾斜角45°

地震発生層の
上限深さ 3km

地震発生層の
下限深さ 17km

断層中央深さ10km

アスペリティは，隆起再現性のある
断層中央深さに配置する。

東部領域のA-A’断面図平面図

大間原子力発電所
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W E

GL-3km

GL-17km

上端深さ3km

断層面基準点（西部）

傾斜角45度

19.8km

(=1.5231km×13）

9.632km(=1.6053km×6）

断層面基準点（東部）

7.913km

破壊開始点2

8.027km(=1.6053km×5）

9.632km(=1.6053km×6）

7.913km

8.027km(=1.6053km×5）

破壊開始点3

1

2

地震発生層の
上端深さ3km

• 隆起再現断層による地震の検討ケースを以下に示す。

地震動評価の震源モデルの設定（不確かさの考慮）

3.3 内陸地殻内地震

検討ケース 断層位置※ 地震規模※ 断層傾斜角※

(°)
短周期レベル
(応力降下量)

アスペリティ位置※ 破壊開始点

基本ケース 北限補間 M6.9 45 強震動予測レシピ
西部：F-14断層の痕跡直下の

断層上端位置
東部：断層中央深さに配置

複数設定

短周期レベルの不確かさケース 北限補間 M6.9 45 強震動予測レシピ×1.5倍
西部：F-14断層の痕跡直下の

断層上端位置
東部：断層中央深さに配置

複数設定

検討ケース一覧

：偶然的不確かさとして考慮するパラメータ：認識論的不確かさとして考慮するパラメータ

（７）隆起再現断層による地震の地震動評価（６／８）

平面図
基本ケース，短周期レベルの不確かさケース

※ 隆起シミュレーションに基づき設定。

大間原子力発電所

展開図
基本ケース，短周期レベルの不確かさケース
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応答スペクトルに基づく地震動評価結果

3.3 内陸地殻内地震

（７）隆起再現断層による地震の地震動評価（７／８）

• 応答スペクトルに基づく地震動評価結果を示す。

• 応答スペクトルに基づく手法として，Noda et al.(2002)による方法(内陸補正なし) を示す。

基本ケース（M6.9，Xeq=10.3km）

水平成分 鉛直成分
隆起再現断層による地震の地震動評価結果
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• 統計的グリーン関数法と理論的手法のハイブリッド合成法による地震動評価結果を示す。

断層モデルを用いた手法による地震動評価結果

3.3 内陸地殻内地震

水平成分 鉛直成分
隆起再現断層による地震の地震動評価結果

（７）隆起再現断層による地震の地震動評価（８／８）

基本ケース （NS成分）
基本ケース （EW成分）
短周期レベルの不確かさケース （NS成分）
短周期レベルの不確かさケース （EW成分）

基本ケース
短周期レベルの不確かさケース
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４．まとめ
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４．まとめ

本章における説明箇所

（1）敷地周辺のプレートテクトニクス
（2）敷地周辺の地震活動

（3）敷地周辺における主な被害地震
（4）敷地における揺れが震度５弱程度以上であると推定される地震

敷地周辺の地震発生状況（２章）

敷地ごとに震源を特定して策定する地震動（３章）

まとめ（４章）

• 検討用地震の地震動評価結果一覧

地震動評価

プレート間地震（3.1節） 海洋プレート内地震（3.2節） 内陸地殻内地震※ （3.3節）

地震動評価 地震動評価

（検討用地震）

• 2011年東北地方太平洋沖地震を踏
まえた地震(Mw9.0) 

（検討用地震）

• 敷地下方の想定スラブ内地震(Mw7.1)

• 想定十勝沖スラブ内地震(Mw8.3)

（検討用地震）

• F-14断層による地震(M7.0)

• 奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東
縁断層～西津軽海盆東縁断層の連
動を考慮した地震(Mw7.8)

• 隆起再現断層による地震(M6.9)

※ 日本海東縁部の地震は，内陸地殻内地震として検討を実施する。
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• 検討用地震の応答スペクトルに基づく地震動評価結果を示す。

• 一部の長周期域を除き，隆起再現断層による地震が，敷地に与える影響が大きい結果となっている。

４．まとめ（１／２）

検討用地震の地震動評価結果一覧（応答スペクトルに基づく地震動評価）

水平成分 鉛直成分

検討用地震の地震動評価結果
（応答スペクトルに基づく地震動評価結果）

F-14断層による地震

敷地下方スラブ内地震

想定十勝沖スラブ内地震

奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁
断層～西津軽海盆東縁断層の連動を
考慮した地震（水平成分のみ）

凡例

隆起再現断層による地震
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検討用地震の地震動評価結果
（断層モデルを用いた手法による地震動評価結果）

• 検討用地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果を示す。

• 周期約１秒よりも短周期側では，隆起再現断層による地震，及び奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁断層～西津軽海盆東縁断層
の連動を考慮した地震が，敷地に与える影響が大きい結果となっている。

• 周期約１秒よりも長周期側の水平成分では，2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震，及び想定十勝沖スラブ内地震が，敷地
に与える影響が大きい結果となっている。また，鉛直成分では，主に2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震，F-14断層による
地震及び隆起再現断層による地震が，敷地に与える影響が大きい結果となっている。

４．まとめ（２／２）

検討用地震の地震動評価結果一覧（断層モデルを用いた手法による地震動評価）

2011年東北地方太平洋沖地震を
踏まえた地震

F-14断層による地震

敷地下方スラブ内地震

想定十勝沖スラブ内地震

奥尻海盆北東縁断層～奥尻海盆東縁
断層～西津軽海盆東縁断層の連動を
考慮した地震

凡例

水平成分 鉛直成分

隆起再現断層による地震
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